
○
外
務
委
員
会

条
　
約
（
八
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

1

国
際
復
興
開
発
銀
行
協
定
第
八
条
(
一
)
の
改
正
の
受
諾

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

衆

六
三
、
三
、
四

六
三
、
三
、
四

　
　
（
予
）

　
六
三
、
四
、
一
二

承
　
　
認

　
六
三
、
四
、
一
五

承
　
　
認

六
三
、
三
、
四

　
六
三
、
三
、
一
八

承
　
　
認

　
六
三
、
三
、
二
二

承
　
　
認

2

日
本
国
政
府
と
国
際
熱
帯
木
材
機
関
と
の
間
の
本
部

協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

"

三
、
四

三
、
四

（
予
）

　
　
　
四
、
二
一

承
　
　
認

　
　
　
四
、
二
七

承
　
　
認

三
、
四　

　
　
三
、
二
五

承
　
　
認

　
　
　
三
、
三
〇

承
　
　
認

3

千
九
百
八
十
七
年
の
国
際
天
然
ゴ
ム
協
定
の
締
結
に

つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

"

三
、
四

三
、
四

（
予
）

　
　
　
四
、
二
一

承
　
　
認

　
　
　
四
、
二
七

承
　
　
認

三
、
四

　
　
　
三
、
二
五

承
　
　
認

　
　
　
三
、
三
〇

承
　
　
認

４

オ
ゾ
ン
層
の
保
護
の
た
め
の
ウ
ィ
ー
ン
条
約
及
び
オ

ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

"

三
、
四

三
、
四

（
予
）

　
　
　
四
、
二
六

承
　
　
認

　
　
　
四
、
二
七

承
　
　
認

三
、
四
　
　
　
四
、
一

承
　
　
認

　
　
　
四
、
一
二

承
　
　
認

５

核
物
質
の
防
護
に
関
す
る
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承

認
を
求
め
る
の
件

"

三
、
四

三
、
四

（
予
）

　
　
　
四
、
二
八

承
　
　
認

　
　
五
、
一
一

承
　
　
認

三
、
四

　
　
　
四
、
一
三

承
　
　
認

　
　
　
四
、
一
四

承
　
　
認

６

特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地

に
関
す
る
条
約
第
六
条
及
び
第
七
条
の
改
正
の
受
諾

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

参

三
、
四

三
、
四　

　
　
四
、
一
二

承
　
　
認

　
　
　
四
、
一
五

承
　
　
認

三
、
四

（
予
）

　
　
　
四
、
二
七

承
　
　
認

　
　
　
四
、
二
八

承
　
　
認



番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

７

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及

び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域

並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関

す
る
協
定
第
二
十
四
条
に
つ
い
て
の
特
別
の
措
置
に

関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定

を
改
正
す
る
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
の
件

衆

六
三
、
三
、
一
一

六
三
、
四
、
二
七

六
三
、
五
、
一
二

承
　
　
認

六
三
、
五
、
一
三

承
　
　
認

六
三
、
三
、
三
一

六
三
、
四
、
二
二

承
　
　
認

六
三
、
四
、
二
六

承
　
　
認

　
　
　
　
　
六
三
、
三
、
三
一

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
　
　
　
四
、
二
七

参
本
会
議
趣
旨
説
明

8

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
関
す
る
協
力
の
た
め
の
日

本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定

の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

"

三
、
一
一

五
、
一
三　
　
五
、
二
四

承
　
　
認

　
　
五
、
二
五

承
　
　
認

四
、
二
二　
　
五
、
一
一

承
　
　
認

　
　
五
、
一
二

承
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
四
、
二
二

衆
本
会
議
趣
旨
説
明

　
　
　
　
　
　
　
五
、
一
三

参
本
会
議
趣
旨
説
明

内
閣
提
出
法
律
案
（
一
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

10

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤

務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

衆

六
三
、
二
、
二

六
三
、
二
、
四

　
　
（
予
）

六
三
、
四
、
二
八

可
　
　
決

六
三
、
五
、
一
一

可
　
　
決

　
六
三
、
二
、
二

内
　
　
閣

　
六
三
、
四
、
一
九

修
　
　
正

　
六
三
、
四
、
二
二

修
　
　
正

本
院
議
員
提
出
法
律
案
（
一
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

108
国
会

3

国
際
開
発
協
力
基
本
法
案

中
西
珠
子
君

外
　
　
一
　
　
名

　
　
（
六
二
、
五
、
二
一
）

六
二
、
五
、
二
一　

継
　
続
　
審
　
査



国
際
復
興
開
発
銀
行
協
定
第
八
条
(
ａ
)
の
改
正
の
受
諾
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
の
件
（
閣
条
第
一
号
）

要
旨　

こ
の
改
正
は
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
（
世
界
銀
行
）
に
お
け
る
加

盟
国
の
出
資
比
率
の
調
整
を
背
景
と
し
て
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六

十
二
年
）
六
月
に
同
銀
行
の
総
務
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の
で
、
協
定

の
改
正
の
効
力
発
生
に
必
要
な
受
諾
加
盟
国
の
投
票
権
数
の
総
投
票

権
数
に
占
め
る
割
合
を
五
分
の
四
か
ら
八
五
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と

を
定
め
て
い
る
。

委
員
長
報
告

　
　
七
〇
ペ
ー
ジ
参
照

日
本
国
政
府
と
国
際
熱
帯
木
材
機
関
と
の
間
の
本
部
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
二
号
）

要
旨

　
　
国
際
熱
帯
木
材
機
関
は
、
「
千
九
百
八
十
三
年
の
国
際
熱
帯
木
材

　
協
定
」
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
一
九
八
六
年
（
昭
和
六
十
一
年
）
七
月

の
第
一
回
理
事
会
に
お
い
て
、
機
関
の
本
部
を
我
が
国
の
横
浜
に
置

く
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
機
関
が
そ
の
本
部
に
お
い
て

十
分
か
つ
能
率
的
に
任
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
一
九

八
八
年
（
昭
和
六
十
三
年
）
二
月
二
十
七
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た

も
の
で
あ
つ
て
、
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
機
関
は
、
法
人
格
を
有
し
、
特
に
、
契
約
の
締
結
、
動
産
、
不

　
動
産
の
取
得
及
び
処
分
、
訴
え
を
提
起
す
る
能
力
を
有
す
る
。

二
、
機
関
の
文
書
、
施
設
は
不
可
侵
と
す
る
。

三
、
日
本
国
政
府
は
、
適
当
な
施
設
が
無
償
で
機
関
の
用
に
供
さ
れ

　
る
よ
う
に
す
る
。

四
、
一
定
の
場
合
を
除
き
、
機
関
は
訴
訟
手
続
の
免
除
を
享
有
し
、

　
ま
た
、
機
関
の
財
産
及
び
資
産
は
行
政
上
、
司
法
上
及
び
立
法
上

　
の
捜
索
、
押
収
、
没
収
等
の
干
渉
を
免
除
さ
れ
る
。

五
、
機
関
は
、
す
べ
て
の
直
接
税
を
免
除
さ
れ
る
。

六
、
機
関
の
公
用
通
信
は
検
閲
さ
れ
な
い
。

七
、
加
盟
国
の
代
表
は
、
身
柄
の
逮
捕
の
免
除
、
公
的
資
格
で
行
つ

　
た
行
動
に
関
す
る
訴
訟
手
続
（
自
動
車
に
係
る
交
通
犯
罪
に
つ
い

　
て
の
訴
訟
手
続
等
を
除
く
。
）
の
免
除
、
文
書
の
不
可
侵
、
出
入
国

　
制
限
の
免
除
等
を
享
有
す
る
。

八
、
機
関
の
事
務
局
長
は
、
日
本
国
民
で
な
く
、
か
つ
、
日
本
国
に



　
通
常
居
住
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
他
の
職
員
の
享
有
す
る
特
権

　
及
び
免
除
の
ほ
か
、
外
交
官
に
与
え
ら
れ
る
特
権
及
び
免
除
を
享

　
有
す
る
。

九
、
機
関
の
職
員
は
、
公
的
資
格
で
行
つ
た
行
動
に
関
す
る
訴
訟
手

　
続
（
自
動
車
に
係
る
交
通
犯
罪
に
つ
い
て
の
訴
訟
手
続
を
除
く
。
）

　
の
免
除
、
文
書
の
不
可
侵
、
出
入
国
制
限
の
免
除
、
給
料
・
手
当

　
に
対
す
る
課
税
の
免
除
等
を
享
有
す
る
。

十
、
機
関
の
専
門
家
は
、
任
務
の
遂
行
上
行
つ
た
行
動
に
関
す
る
訴

　
訟
手
続
（
自
動
車
に
係
る
交
通
犯
罪
に
つ
い
て
の
訴
訟
手
続
を
除

　
く
。
）
の
免
除
、
文
書
の
不
可
侵
等
を
享
有
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
条
約
三
件
に
つ
き
ま
し
て
、
外
務

　
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
国
際
熱
帯
木
材
機
関
の
本
部
協
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
協

　
定
は
、
国
際
熱
帯
木
材
機
関
の
本
部
が
横
浜
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

　
伴
い
、
こ
の
機
関
が
そ
の
本
部
に
お
い
て
十
分
か
つ
能
率
的
に
任
務

　
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

　
機
関
、
そ
の
職
員
等
の
地
位
、
特
権
及
び
免
除
に
つ
い
て
定
め
た
も

　
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
千
九
百
八
十
七
年
の
国
際
天
然
ゴ
ム
協
定
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
千
九
百
七
十
九
年
の
国
際
天
然
ゴ
ム
協
定
に
か
わ
る
も
の

で
あ
り
ま
し
て
、
天
然
ゴ
ム
の
価
格
安
定
、
供
給
の
確
保
等
の
た
め

に
緩
衝
在
庫
を
設
置
し
運
用
す
る
こ
と
、
天
然
ゴ
ム
に
関
す
る
情
報

を
収
集
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
条
約
及
び
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
に
関
す

る
議
定
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
の
た
め
に
国
際
協
力
の

枠
組
み
を
定
め
る
こ
と
及
び
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

物
質
の
消
費
、
生
産
等
を
規
制
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い

ま
す
。

　
質
疑
を
終
え
、
採
決
の
結
果
、
三
件
は
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も

っ
て
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

千
九
百
八
十
七
年
の
国
際
天
然
ゴ
ム
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
の
件
（
閣
条
第
三
号
）

要
旨



　
こ
の
協
定
は
、
一
九
七
九
年
の
国
際
天
然
ゴ
ム
協
定
に
か
わ
る
も

の
と
し
て
、
昨
年
三
月
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
連
合
天

然
ゴ
ム
会
議
で
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
緩
衝
在
庫
の
運
用
そ
の

他
の
措
置
を
通
じ
て
天
然
ゴ
ム
の
価
格
の
安
定
及
び
供
給
の
確
保
を

図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
。
一
九
七
九
年
の
協
定
と
の

主
な
相
違
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
緩
衝
在
庫
に
係
る
資
金
の
た
め
の
国
際
天
然
ゴ
ム
理
事
会
に
よ

　
る
借
り
入
れ
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
、
ま
た
、
加
盟
国
の
債
務
は

　
運
営
勘
定
へ
の
分
担
金
の
支
払
い
、
緩
衝
在
庫
勘
定
へ
の
拠
出
等

　
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
明
記
し
た
。

二
、
価
格
帯
の
検
討
の
間
隔
を
十
八
ヵ
月
か
ら
十
五
ヵ
月
に
短
縮
す

　
る
と
と
も
に
、
理
事
会
が
基
準
価
格
を
改
定
す
る
場
合
は
、
一
定

　
以
上
の
幅
を
も
つ
こ
と
を
要
す
る
こ
と
と
し
た
。

三
、
暫
定
的
効
力
発
生
の
要
件
を
純
輸
出
量
及
び
純
輸
入
量
の
、
そ

　
れ
ぞ
れ
七
五
％
を
占
め
る
輸
出
国
及
び
輸
入
国
に
よ
る
批
准
等
と

　
し
、
こ
れ
ま
で
の
六
五
％
を
引
き
上
げ
た
。

委
員
長
報
告

　
　
前
ペ
ー
ジ
参
照

オ
ゾ
ン
層
の
保
護
の
た
め
の
ウ
ィ
ー
ン
条
約
及
び
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊
す

る
物
質
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
の
件
（
閣
条
第
四
号
）

要
旨　

こ
の
条
約
は
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
）
三
月
ウ
ィ
ー
ン
に

お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
議
定
書
は
、
一
九
八
七
年
（
昭

和
六
十
二
年
）
九
月
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
条
約
は
、
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
の
た
め
の
国
際
協
力
の
枠
組

み
を
定
め
て
お
り
、
議
定
書
は
、
オ
ゾ
ン
の
変
化
が
も
た
ら
す
悪
影

響
を
防
止
す
る
た
め
フ
ロ
ン
等
の
物
質
を
規
制
す
る
こ
と
に
つ
い
て

規
定
し
て
い
る
。
条
約
及
び
議
定
書
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

一
、
条
約

　
１
　
締
結
国
は
、
条
約
及
び
議
定
書
に
基
づ
い
て
、
オ
ゾ
ン
層
の

　
　
変
化
が
及
ぼ
す
悪
影
響
か
ら
人
の
健
康
及
び
環
境
を
保
護
す
る

　
　
た
め
に
適
当
な
措
置
を
と
る
。

　
２
　
締
結
国
は
、
自
国
の
管
轄
ま
た
は
管
理
の
下
に
あ
る
人
の
活

　
　
動
が
オ
ゾ
ン
層
を
変
化
さ
せ
、
そ
の
結
果
悪
影
響
が
生
じ
得
る

　
　
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
当
該
活
動
の
制
限
ま
た
は
防
止



　
　
の
た
め
に
適
当
な
立
法
措
置
ま
た
は
行
政
措
置
を
と
り
、
政
策

　
　
の
調
整
に
協
力
す
る
。

　
３
　
締
約
国
は
、
人
の
活
動
が
オ
ゾ
ン
層
に
及
ぼ
す
影
響
及
び
オ

　
　
ゾ
ン
層
の
変
化
が
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
組
織
的
観
測
、
研
究

　
　
及
び
情
報
交
換
を
通
じ
て
協
力
す
る
。

二
、
議
定
書

１
　
締
約
国
は
、
フ
ロ
ン
等
の
規
制
物
質
に
つ
い
て
、
一
定
の
ス

　
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
そ
の
生
産
量
及
び
消
費
量
を
規
制
す
る
。

２
　
締
約
国
は
、
規
制
物
質
、
規
制
物
質
を
含
有
す
る
製
品
等
の

　
非
締
約
国
か
ら
の
輸
入
を
、
一
定
の
条
件
に
基
づ
き
禁
止
ま
た

　
は
制
限
し
、
規
制
物
質
の
生
産
用
技
術
の
非
締
約
国
へ
の
輸
出

　
を
抑
制
す
る
。

３
　
開
発
途
上
国
で
あ
る
締
約
国
は
、
規
制
措
置
の
実
施
時
期
を

　
十
年
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

委
員
長
報
告

　
　
六
六
ペ
ー
ジ
参
照

核
物
質
の
防
護
に
関
す
る
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

　
（
閣
条
第
五
号
）

要
旨

　
　
こ
の
条
約
は
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
進
展
に
伴
い
、
プ
ル
ト

　
ニ
ウ
ム
等
の
核
物
質
の
取
扱
量
及
び
国
際
輸
送
量
が
近
年
増
大
し
て

　
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
核
物
質
を
不
法
な
取
得
及
び
使
用
か
ら
守

　
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
年
）
十
月
二

　
十
六
日
に
採
択
さ
れ
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）
二
月
八
日

　
に
発
効
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
こ
の
条
約
は
、
平
和
的
目
的
に
使
用
さ
れ
る
核
物
質
で
あ
つ
て
、

　
　
国
際
輸
送
中
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
す
る
が
、
核
物
質
に
係
る
犯

　
　
罪
行
為
の
処
罰
等
の
一
部
の
規
定
は
、
国
内
に
お
い
て
使
用
、
貯

　
　
蔵
、
輸
送
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
適
用
す
る
。

　
二
、
締
約
国
は
、
国
際
輸
送
中
の
核
物
質
が
自
国
の
領
域
内
、
自
国

　
　
の
管
轄
下
に
あ
る
船
舶
、
航
空
機
内
に
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
核

　
　
物
質
に
対
し
一
定
水
準
の
防
護
措
置
を
と
る
。

　
三
、
締
約
国
は
、
一
定
水
準
で
防
護
さ
れ
る
保
証
を
得
ら
れ
な
い
限

　
　
り
、
核
物
質
の
輸
出
及
び
非
締
約
国
か
ら
の
輸
入
を
認
め
て
は
な

　
　
ら
ず
、
ま
た
、
非
締
約
国
間
で
輸
送
中
の
核
物
質
が
自
国
の
陸
地
、



　
内
水
、
空
港
、
海
港
を
経
由
し
て
領
域
を
通
過
す
る
こ
と
を
認
め

　
て
は
な
ら
な
い
。

四
、
締
約
国
は
、
自
国
の
国
内
法
に
よ
り
、
核
物
質
の
窃
取
そ
の
他

　
の
不
法
な
取
得
、
そ
の
不
法
な
使
用
、
核
物
質
を
用
い
て
の
脅
迫
、

　
強
要
等
、
故
意
に
行
う
核
物
質
に
関
連
す
る
一
定
の
行
為
を
、
そ

　
の
未
遂
及
び
加
担
行
為
と
と
も
に
処
罰
す
べ
き
犯
罪
と
し
、
そ
の

　
重
大
性
を
考
慮
し
た
適
当
な
刑
罰
を
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

　
に
す
る
。

五
、
締
約
国
は
、
犯
罪
が
自
国
の
領
域
内
、
自
国
に
お
い
て
登
録
さ

　
れ
た
船
舶
、
航
空
機
内
で
行
わ
れ
る
場
合
及
び
容
疑
者
が
自
国
の

　
国
民
で
あ
る
場
合
に
は
、
自
国
の
裁
判
権
を
設
定
す
る
た
め
、
必

　
要
な
措
置
を
と
る
。

六
、
締
約
国
は
、
容
疑
者
が
自
国
の
領
域
内
に
所
在
し
、
当
該
容
疑

　
者
を
引
き
渡
さ
な
い
場
合
に
は
、
い
か
な
る
例
外
も
な
し
に
、
訴

　
追
の
た
め
事
件
を
自
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
付
託
す
る
。

七
、
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
に
定
め
る
核
物
質
の
窃
取
等
の
犯
罪
を

　
引
き
渡
し
犯
罪
と
す
る
。

八
、
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
五
年
後
に
、
条
約
の
妥
当
性
を
検
討

　
す
る
た
め
、
締
約
国
の
会
議
を
招
集
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
条
約
及
び
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、

　
外
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

　
す
。

　
　
ま
ず
、
核
物
質
防
護
条
約
は
、
平
和
的
目
的
に
使
用
さ
れ
る
核
物

　
質
が
、
国
際
輸
送
中
に
不
法
に
取
得
さ
れ
た
り
、
使
用
さ
れ
る
こ
と

　
を
防
止
す
る
た
め
、
防
護
の
義
務
、
犯
罪
行
為
の
処
罰
、
容
疑
者
の

　
引
き
渡
し
等
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
次
に
、
在
外
公
館
名
称
位
置
・
給
与
法
の
一
部
改
正
案
は
、
在
外

　
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
子
女
教
育
費
が
高
額
化
し
て
い
る

　
実
情
に
か
ん
が
み
、
子
女
教
育
手
当
に
つ
い
て
加
算
さ
れ
る
限
度
額

　
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い

　
ま
す
。

　
　
去
る
四
月
二
十
八
日
質
疑
を
終
え
、
採
決
の
結
果
、
条
約
は
全
会

　
一
致
を
も
っ
て
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
法
律
案
は
全
会
一
致

　
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。



特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
第

六
条
及
び
第
七
条
の
改
正
の
受
諾
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣

条
第
六
号
）

要
旨

　
　
こ
の
改
正
は
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）
五
月
に
カ
ナ
ダ

　
の
レ
ジ
ャ
イ
ナ
で
開
催
さ
れ
た
同
条
約
の
臨
時
締
約
国
会
議
に
お
い

　
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で

　
あ
る
。

　
一
、
条
約
の
締
約
国
会
議
を
定
例
化
し
そ
の
権
限
を
拡
大
す
る
。

　
二
、
財
政
規
則
を
定
め
分
担
金
制
度
を
導
入
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
条
約
二
件
に
つ
き
ま
し
て
、
外
務

　
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
水
鳥
生
息
湿
地
保
全
条
約
の
改
正
は
、
こ
の
条
約
の
実
効

　
性
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
条
約
の
締
約
国
会
議
を
定
例
化
し
、
そ

　
の
権
限
を
拡
大
す
る
こ
と
、
財
政
規
則
を
定
め
分
担
金
制
度
を
導
入

　
す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
次
に
、
国
際
復
興
開
発
銀
行
協
定
の
改
正
は
、
国
際
復
興
開
発
銀

行
、
い
わ
ゆ
る
世
界
銀
行
に
お
い
て
、
一
九
八
七
年
に
加
盟
国
の
出

資
比
率
の
調
整
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
と
の
関
係
で
、
協
定
の
改

正
の
効
力
発
生
に
必
要
な
受
諾
加
盟
国
の
投
票
権
数
が
総
投
票
権
数

の
五
分
の
四
で
あ
っ
た
も
の
を
八
五
％
に
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
え
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
の
吉

岡
委
員
よ
り
国
際
復
興
開
発
銀
行
協
定
の
改
正
に
つ
い
て
反
対
の
意

見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
水
鳥
生
息
湿
地
保
全
条
約
の
改
正
は
全

会
一
致
を
も
っ
て
、
ま
た
国
際
復
興
開
発
銀
行
協
定
の
改
正
は
多
数

を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。



日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約

第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍

隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
第
二
十
四
条
に
つ
い
て
の
特
別
の
措
置
に
関

す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書

の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
七
号
）

要
旨　

日
米
安
保
条
約
に
基
づ
く
地
位
協
定
第
二
十
四
条
に
つ
い
て
の
現

行
特
別
協
定
は
、
昨
年
一
月
三
十
日
に
署
名
さ
れ
、
六
月
一
日
に
効

力
が
生
じ
た
も
の
で
、
一
九
九
二
年
（
昭
和
六
十
七
年
）
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
有
効
期
間
中
、
我
が
国
が
、
在
日
米
軍
従
業
員
に
支
給

さ
れ
る
調
整
手
当
等
八
種
類
の
手
当
の
支
払
い
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
、
当
該
経
費
の
二
分
の
一
を
限
度
と
し
て
負
担
す
る
こ
と
等
を

定
め
て
い
る
。

　
こ
の
議
定
書
は
、
日
米
両
国
を
取
り
巻
く
最
近
の
経
済
情
勢
の
変

化
に
よ
り
、
在
日
米
軍
経
費
が
著
し
く
圧
迫
さ
れ
て
い
る
事
態
に
か

ん
が
み
、
在
日
米
軍
従
業
員
の
安
定
的
な
雇
用
の
維
持
を
図
り
、
も
つ

て
在
日
米
軍
の
効
果
的
な
活
動
を
確
保
す
る
た
め
、
現
行
特
別
協

定
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
年
一
月
以
来
日
米
両
国
政
府
間

で
交
渉
が
行
わ
れ
た
結
果
、
三
月
二
日
に
署
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
現
行
特
別
協
定
第
一
条
に
お
い
て
は
、
我
が
国
は
、
在
日
米
軍

　
従
業
員
に
支
給
さ
れ
る
調
整
手
当
等
の
支
払
い
に
要
す
る
経
費
に

　
つ
い
て
、
当
該
経
費
二
分
の
一
を
限
度
と
し
て
負
担
す
る
こ
と
と

　
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
、
当
該
経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

　
を
負
担
す
る
こ
と
に
改
め
る
。

二
、
こ
の
議
定
書
は
、
現
行
特
別
協
定
の
効
力
の
存
続
期
間
中
効
力

　
を
有
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
日
米
安
保
条
約
に
基
づ
く
地
位
協

　
定
第
二
十
四
条
に
つ
い
て
の
特
別
協
定
の
改
正
議
定
書
に
つ
き
ま
し

　
て
、
外
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上

　
げ
ま
す
。

　
　
在
日
米
軍
経
費
は
、
日
米
両
国
を
取
り
巻
く
最
近
の
経
済
情
勢
の

　
　
一
層
の
変
化
に
よ
り
、
著
し
く
圧
迫
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
議
定

　
書
は
、
こ
う
し
た
事
態
に
か
ん
が
み
、
在
日
米
軍
従
業
員
の
安
定
的

　
な
雇
用
の
維
持
を
図
り
、
在
日
米
軍
の
効
果
的
な
活
動
を
確
保
す
る

　
た
め
、
現
行
の
特
別
協
定
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
す
な
わ
ち
、
現
行
の
特
別
協
定
に
お
い
て
は
、
在
日
米
軍
従
業
員



に
支
給
さ
れ
る
調
整
手
当
等
に
要
す
る
経
費
は
、
我
が
国
が
そ
の
二

分
の
一
を
限
度
と
し
て
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
全
部
ま
た
は
一
部
の
負
担
に
改
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
議
定
書
は
、
現
行
の
特
別
協
定
が
効
力
を
有
す
る
一
九
九
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
、
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
竹
下
内
閣
総
理
大
臣
、
宇
野
外
務
大

臣
及
び
瓦
防
衛
庁
長
官
の
出
席
を
求
め
、
現
行
の
特
別
協
定
締
結
後

一
年
足
ら
ず
で
改
正
を
行
う
理
由
、
地
位
協
定
に
お
け
る
在
日
米
軍

経
費
の
負
担
原
則
、
労
務
費
負
担
の
今
後
の
見
通
し
等
に
つ
き
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
昨
十
二
日
質
疑
を
終
え
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
社

会
党
・
護
憲
共
同
の
松
前
理
事
よ
り
反
対
、
自
由
民
主
党
の
宮
澤
理

事
よ
り
賛
成
、
公
明
党
・
国
民
会
議
の
黒
柳
委
員
よ
り
反
対
、
民
社

党
・
国
民
連
合
の
小
西
理
事
よ
り
賛
成
、
日
本
共
産
党
の
立
木
委
員

よ
り
反
対
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
件
は
多
数
を
も
っ
て
承
認
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
関
す
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の

件
（
閣
条
第
八
号
）

要
旨

　
　
原
子
力
分
野
に
お
け
る
日
米
間
の
協
力
は
、
一
九
六
八
年
（
昭
和

　
四
十
三
年
）
に
締
結
さ
れ
、
一
九
七
三
年
（
昭
和
四
十
八
年
）
に
一

　
部
改
正
さ
れ
た
現
行
の
原
子
力
協
定
に
よ
り
規
律
さ
れ
て
き
た
が
、

　
従
来
か
ら
、
我
が
国
は
使
用
済
核
燃
料
の
再
処
理
等
に
対
す
る
米
国

　
の
同
意
を
円
滑
に
取
得
す
る
こ
と
に
、
他
方
、
米
国
は
「
一
九
七
八

　
年
核
不
拡
散
法
」
に
基
づ
き
、
他
国
に
供
給
し
た
核
物
質
等
に
対
し

　
効
果
的
な
規
制
を
加
え
る
こ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
多
大
の
関
心
を
有
し

　
て
き
た
。
こ
の
協
定
は
、
こ
の
よ
う
な
両
国
の
事
情
を
背
景
に
し
て

　
一
九
八
二
年
（
昭
和
五
十
七
年
）
以
来
、
交
渉
を
行
つ
た
結
果
、
現

　
行
の
原
子
力
協
定
に
か
わ
る
新
し
い
協
力
の
枠
組
み
を
提
供
す
る
も

　
の
と
し
て
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
年
）
十
一
月
四
日
に
東
京

　
で
署
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
両
国
は
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
た
め
に
専
門
家
及
び
情
報

　
　
の
交
換
、
核
物
質
等
の
供
給
、
役
務
の
提
供
等
の
方
法
に
よ
り
協

　
　
力
す
る
。



二
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
等
は
、
両
国
が
合

　
意
す
る
施
設
に
お
い
て
の
み
貯
蔵
さ
れ
、
ま
た
、
両
国
が
合
意
す

　
る
場
合
に
は
管
轄
外
移
転
、
再
処
理
、
形
状
・
内
容
の
変
更
、
濃

　
縮
（
二
〇
％
以
上
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
等
に
関
し
、
適
切

　
な
防
護
の
措
置
が
維
持
さ
れ
る
。

四
、
こ
の
協
定
の
下
で
の
協
力
は
、
平
和
的
目
的
に
限
つ
て
行
い
、

　
ま
た
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
等
は
、
い
か

　
な
る
核
爆
発
装
置
、
そ
の
研
究
・
開
発
の
た
め
に
も
、
い
か
な
る

　
軍
事
的
目
的
の
た
め
に
も
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

五
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
等
は
、
国
際
原
子

　
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
保
障
措
置
の
適
用
を
受
け
る
。

六
、
両
国
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
等
の
貯

　
蔵
、
管
轄
外
移
転
、
再
処
理
、
形
状
・
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
の

　
合
意
の
要
件
を
、
長
期
性
、
予
見
可
能
性
、
信
頼
性
の
あ
る
基
礎

　
の
上
に
別
個
の
取
極
と
し
て
、
核
拡
散
防
止
の
目
的
及
び
両
国
の

　
国
家
安
全
保
障
の
利
益
に
合
致
す
る
よ
う
締
結
し
、
誠
実
に
履
行

　
す
る
。

七
、
現
行
協
定
は
、
こ
の
協
定
が
効
力
を
生
ず
る
日
に
終
了
し
、
現

　
行
協
定
の
下
で
開
始
さ
れ
た
協
力
は
、
こ
の
協
定
の
下
で
継
続
さ

　
れ
、
現
行
協
定
の
適
用
を
受
け
て
い
た
核
物
質
等
に
関
し
、
こ
の

　
協
定
を
適
用
す
る
。

八
、
こ
の
協
定
は
、
三
十
年
間
効
力
を
有
し
、
そ
の
後
は
い
ず
れ
か

　
一
方
が
六
ヵ
月
前
に
文
書
に
よ
る
通
告
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
終

　
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
こ
の
協
定
に
関
連
し
て
作
成
さ
れ
た
実
施
取
極
に
お
い
て

は
、
い
わ
ゆ
る
包
括
同
意
方
式
と
し
て
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移

転
さ
れ
た
核
物
質
等
の
再
処
理
、
形
状
・
内
容
の
変
更
、
貯
蔵
、
管

轄
外
移
転
に
関
す
る
一
定
の
要
件
に
つ
い
て
合
意
し
た
こ
と
、
専
用

貨
物
航
空
機
に
よ
る
国
際
輸
送
な
ど
一
定
の
手
続
に
従
う
回
収
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
（
一
回
の
船
積
み
に
つ
き
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
量
）
返

還
に
つ
い
て
合
意
し
た
こ
と
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
日
米
原
子
力
協
定
に
つ
き
ま
し
て
、

　
外
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

　
す
。

　
　
原
子
力
の
分
野
に
お
け
る
我
が
国
と
米
国
と
の
協
力
は
、
現
在
、

　
昭
和
四
十
三
年
に
締
結
さ
れ
て
昭
和
四
十
八
年
に
一
部
改
正
さ
れ
た

　
現
行
の
原
子
力
協
定
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
現
行



協
定
の
下
で
は
、
い
わ
ゆ
る
米
国
に
よ
る
個
別
同
意
方
式
が
と
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
我
が
国
は
従
来
か
ら
、
こ
れ
を
改
め
、
使
用
済
核

燃
料
の
再
処
理
等
に
対
す
る
米
国
の
同
意
を
よ
り
円
滑
に
取
得
す
る

こ
と
に
多
大
の
関
心
を
有
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
他
方
、
米
国
は
、

昭
和
五
十
三
年
の
核
不
拡
散
法
に
基
づ
き
、
米
国
が
供
給
し
た
核
物

質
等
に
対
し
て
、
よ
り
効
果
的
な
規
制
を
加
え
る
こ
と
を
要
求
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
に
、
日
米
間
で
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
結

果
、
現
行
協
定
に
か
わ
る
新
し
い
協
力
の
枠
組
み
と
し
て
、
こ
の
協

定
が
署
名
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
協
定
は
、
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
た
め
の
協
力
の
方
法
、

核
物
質
防
護
措
置
及
び
国
際
原
子
力
機
関
に
よ
る
保
障
措
置
の
適
用
、

平
和
的
目
的
に
限
定
し
た
協
力
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
ほ
か
、

再
処
理
等
の
核
物
質
を
利
用
し
た
活
動
な
ど
は
、
両
国
の
同
意
に
よ

る
こ
と
と
規
定
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
同
意
は
、

い
わ
ゆ
る
包
括
同
意
方
式
の
下
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
、
こ
の
協
定
の

実
施
取
極
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
手
続

に
従
う
こ
と
を
条
件
に
、
回
収
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
国
際
輸
送
は
、
専

用
貨
物
航
空
機
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
包
括
同
意
方
式
を
め
ぐ
る
問
題
、
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
輸
送
容
器
の
安
全
性
と
航
空
機
輸
送
の
問
題
、
原
子
力

発
電
の
経
済
性
と
今
後
の
見
通
し
等
に
つ
き
ま
し
て
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
昨
二
十
四
日
質
疑
を
終
え
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本

社
会
党
・
護
憲
共
同
の
矢
田
部
委
員
よ
り
反
対
、
自
由
民
主
党
の
宮

澤
理
事
よ
り
賛
成
、
日
本
共
産
党
の
吉
岡
委
員
よ
り
反
対
の
意
見
が
、

そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
本
件
は
多
数
を
も
っ
て
承
認
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務

員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
〇

号
）

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
現
地
に
お

　
け
る
年
少
子
女
の
教
育
費
の
高
額
化
に
か
ん
が
み
、
そ
の
負
担
の
軽

　
減
を
図
る
た
め
、
子
女
教
育
手
当
に
つ
い
て
加
算
さ
れ
る
限
度
額
を

　
現
在
の
月
額
三
万
六
千
円
か
ら
四
万
五
千
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で



あ
る
。

　
な
お
、
施
行
期
日
等
に
関
し
衆
議
院
に
お
い
て
修
正
が
な
さ
れ
た
。

委
員
長
報
告

　
　
六
九
ペ
ー
ジ
参
照




